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結 核 性 磯 膜 炎 ノ 治 癒 セ ル ー一例

、(8月12日 受 領)

慶鷹義塾大學馨學部内科教室(主任 西野教授 指導 大森教授ノ
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結 核 性 磯 膜 炎 ノ・小 見 期 及 ビ青 年 期 二履 く見 プ レ

殊 二粟 粒 結 核 ノー 分 症 ラ ナ ス ・7ト最 モ 多 ク、 他

ノ・肺 臓 、 肋 膜 、 骨 、 關 節 、 生 殖 器 或 ハ 気 管 枝 、

縦 隔 害 乃 至 腸 間 膜 淋 巴 腺 等 ノ結 核 性 病 竃 ヨ リ結

核 菌 ノ磯 膜 内侵 入 二 曲 來 スル モ ノ ナ リ。.而 シテ

其 ノ豫 後 二 就 テ ノ・成 書 二記 載 セ ・し如 ク極 メ テ不

良 ニ シテ 從 ツ テ治 療 的 興 味 少 キ ノ・臨 休 家 ノ遺 憾

トス ル所 ナ リ。

然 ル ニ稀 ニ ノ・本 症 ノ治 癒 セ ル 例 二就 テ ノ報 告 ア

リ テFrel》han(11,Henkell2),GroB{3),Rieboldω,

Rumpell51,Stark〔6},Warrington(7',Hochstヒ ー

tter(8},Reichmann&Rauchllル,Neidhardt'10),

Wiesel"・,江 波'13、 奥 田1t、 野 中15氏 等 何 レ

モ 磯 脊 髄 液 中 二 結 核 菌 ラ 讃 明 シ、 嚴 及 ビ保 田 勤

症

患者 一23歳 男 學生

家 族 歴 両親 健 在 、 同胞7人 ノ中1人 乳 児 期 一

死 亡 セル モ病 名不 詳 、 他 ノ・健 康 。 昨 年 母 ノ兄 肺

結 核 ニ テ死 亡 シ1生 前 ノ・患 者 ノ家 族 ト八相 當親

シ ク交 際 セ リ ト。

既 往 症 患 者 ハ某大 學 陸 上競 技 選 手 』 シテ、11

歳 ノ時Diphtherie三 権 リタ ル以 外 二著 患 〃知

ラザ ル モ感 冒 一 八罹 リ易 シ。 酒 ハ好 マ ズ、煙 草

ノ・1日 「バ ッ トJ1箱 位 。

現 病 歴 昨年9月 頃 ヨ リ禮 ノ調子 不 良 ニ シテ殆

ド絶 間 ナ ク風 邪気 味 ナ リ シモ普 通 二生 活 シ轡 療

テ受 ク ル ニ至 ラズ。 然 ル ニ 本 年2月27日 頃 ヨ

献

言

章

氏 及 ヒ・v.B6kaylり ・磯 脊 髄 液 ノ培 養及 ビ動

物 實 験 ニ ヨ リテ モ結 核 菌4説 明 シ、 而 モ治 癒 セ

,レヲ報 告 セ リ。 從 ツテ本 症 ノ治 癒 可 能 性 二就 テ

ハ疑 フベ カ ラザ ル所 ニ シテ19面 、 西 野 教 授 モ他

ノ漿 液 膜 結 核 ノ治 癒 シ得 ル ニ拘 ラズ磯 膜 ノ場 合

ノ ミ治 癒 不 能 ナ ルノ・問 題 ニ シテ恢 復 ノ・絶対 よ不

可 能 一 八 非 ルベ キ モ此 ノ如 キ ノ・甚 シキ例 外 トナ

ヘテ至 當 トス ト言ノ・レ タ リ・掴 】。

余 等 モ本 症 ノ診 断 確 實 ナ ルモ ノニ於 テ恢 復 セル

例 八木 グ経 験 テ有 セ ズ、 殊 二其 ノ悲 惨 ナ ル豫 後

テ歎 ジ居 タ リ シガ、 最 近1例 二遭遇 シ何 等 特 殊

ノ治 療 テ加 ヘ ザ ル ニ治 癒 ノ轄 蹄 ラ トリタ ル テ以

テ弦 二其 ノ観 察 セル所 ラ報 告1,ル モ ノナ リ。

例

リ歩 行 三際 シテ頭 痛=F感 ジ タル モ感 冒 ト思 ヒ、

卒業 試 験 準 備 ノタメ過 度 二勉 強 テ績 ケ タル脈

3月311ヨ リ盗 汗 相 當 二起 り、3月5n頭 痛 強

ク ナ リ近 馨 ノ 診 一r受ケ 磯 膜 炎 ノ 疑 ア リ ト言 ノ'

ル。 當 時 ハ 食慾 モ比 較 的 良 好 ニ シテ叢 熱 ナ ヵ リ

シガ5日 夜 ヨ リ38.6℃ 二登 熟 、6日 モ38・3C

二上 昇 シ 脈 搏 ノ・約55ト 言 ノ・レ採 血 〃受 ケ タ リ

(後Typhus菌 陰 性 ナ リ シ ト)。 其 後37・5`'C-

38.5℃ ノ弛 張 少 キ叢 熱 持 綾 シ、頭痛 次 第 二激 シ

クMorphin注 射 テ数 回受 ケ タル モ一 時 的 二軽

快1.ル ノtニ シテ悪 心 ヲ'件フ ニ至 レ リ。 嘔 吐 ハ

無 キモ食 慾 、 睡 眠 トモ ニ甚 シ ク障 碍 セ ラ レ、 且
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ナリシモ蛋白、糖ソノ他ノ病的反噫。･ヽ陰月いシ

テ沈湾二著分ナシ。屎ハ褐色硬便ニシテ病的所

見ラ認メズ。

入院時探血Ｊ行ヒ胆汁培養･･ナシWidal氏反

嘸月夜シタルモ共二全夕陰性ノ結果･'得タリ。

経

　

過

入院後５日間ハ楢ホ38 C前後二至ル不規則ナ

ル特熱アリシが脈傅ハ殆ド70以下ニシテ依然

トシテ頭痛怪ク、鎮痛剤ノ頓服ニョリテー一時少

シク軽快セルー止リタリ。入院夕日血液像テ検

腰椎穿刺成績　j　ll/ID 23/Ⅲ　J　loav

前　晰　（粍川　300 190　1　130

排減量（耗） 10 10
_ _

　 　 　 附 )

－ 　 一 一 一

　 同 　 上

　 　 － 　 　 ﾐ 〃 a - ﾐ

　 　 (

一 ﾝ

後　晰　･'粍　1　140 105

外　　　　　践 水槌透明 同　上

蜘蛛網影成 (一ﾗ (－ノ

｜　パ　　ｙ　ヂ　ー　！　II､桐･） ぐ升ﾉ ''十ク

ノ　　　　ン　　　　巧(ヽ十) (－) べ｜
細　　施　　徽 95 りリ　　　　　　９９～ヽ　　　　　　～～

結核菌ﾄ認ムベ
キ抗酸楳菌

(十) (十) (－)

其　　　　　他

糖　量
52 mg/dl
乳　酸
10 mg/dl

培養(一ｯ
海鴛腹腔
内注射
　´一）

シタルニＨａｅｍｏｇ】obin 79 nach Sahli, 赤血球

608萬、白血球4300、白血球百分比・･ヽ中性嗜好

細胞62％(分配核45.5、悍状核13.5、幼若型３

％)、哨基性嗜好及ビEosin嗜好細胞Ｏが、淋

巴球21.b Aﾌﾞ、大軍核及ビ移行型５χニシテ郎チ

白血球減少症トEosin嗜好細胞減少症Ｊ･示セ

リ。赤血球沈降速度ハ１時間平均値6.25 mm

(Westergraen法)－シブー正常値ノ上界ナリキ。

:4月11剛勝椎穿刺＝り予ヒタルペ左側臥位丿前

雌300 mm、水柱、排液lOccニョリ140 mmト

ナリ、脳脊髄液ハ水様透明ニシテPandy氏反感

(州･)、Nonne氏反感(十丿細胞数95－シテ殆

ド凡テ淋巴球。糖T;1い２ mg/dl, 孚L酸量iOmg/dl。

之ヲ24時間氷室内二放置セルニFibrin蜘蛛網

ヲ'形成セデリシガ、電気遠心器４以テ30分間

遠心沈澱ラ行ヒ沈漬二就キテZiel氏染色ラ施

シテ検鏡セルこ抗酸性ノ悍菌ラ相常多数ヲ･登見

ツ羞明現レ、漸ク全身倦怠高度1ヽナリテ３月８

日入院セリ。意識涸濁スルコトナク識語モナシ。

悪寒、心悸応進、呼吸困難、咳楸、喀痰等ナ

尿ハ１日2-3 laニシテ九禁ナシ、大便ハ５日

以来１同硬便ヲ見タルノ≒

現

　

症

賛格秤い大、優養中等度、意識明瞭。顔面軽峻

二紅潮シ顔貌ハ苦悶状ヲ呈ソ､、顔面御経領域二

偏癖ナシ。

脈扨68、整、緊張中等。呼吸20ニシテ胸腹式っ

皮糾少シク滋潤シ正常色、浮腫及ヒ溢血ナシ。

頌部淋巴腺ハ雨側二小豆大ノモノ倣個月燭知

眼瞼下垂ナシ。眼瞼ﾉ之ビ皿球結膜ヤ允血アリ。

外限筋ノ寂癖及ヒヽ皿球振脆？澄明セノ、'。瞳孔ハ

狭小ナルモノ1ﾐ右等大、正圓ニシテ對Ｕ丈睨正

常。項部二緊張感ヘル句握直ハ誰明セズ。

口腔ニハロ1辻軒峻べ了り。口暦ニHerpesナシ。

石･少シク乾燥シ帯褐色ノぎ汐被ル。咽頭ハ持赤

ン

セリ

胸部

　

胸廓正常。心臓、心ソレヽ乳線ノ一横指内

側－シテ第五肋間二鯛レ、心濁音界｡ハ左ハ心ｿﾐ

ｭ一致シ片ハ胸骨左縁二シテ上ハ卵四肋骨上

縁、心音ハ純ニシテ弟ﾆ肺動脈音何度二充進

ソヽ。肺臓及ビ肋膜ハ打診上異常濁音ﾘ→聴診上

二片肺尖沁呼気延長アルノミ。

腹部

　

梢；陥凹シ腹壁筋ハ緊張シ易１モ異常抵

抗、削痛、腫隆等ｊy㈱レ八肝臓、牌臓、腎臓

モ鯛レズ。處｡々ニ腹唄ノ鯛ルヽ

　

ノ

　

ミ。肺肝境界

ハ第六肋骨、腹剔丈射川和則1ヽモニ正常。

四肢

　

震頗、強直ﾉｰｼ。二頭及ビ三頭勝筋、膝

蓋腱、Achilles腱ば射何レモ左右トモニ充進。

足揺搦、Babinski氏現象等ナキモKernig-氏

徴候軽度ニアリ。

　

ソノ他運動障碍及ビ感受異常

リ'澄明セズ。

尿ハ黄褐色透明ニシテ酸性、比重1012, Urobi-

linぼ嘸(丑)、Urobilinogen (十)、Indican(4f)
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シ結核菌ト認定セリ。従ツテ結核性脳膜炎ト診

断シ不良ナル禄後ヲ･想定セリ。

然ルニ腰椎穿刺後頭痛頓二軽減シ14日ヨリ咽

頭ノ毅赤モ軽度トナリKernig氏徴候モ消失セ

シガ項部ノ緊張感ハ楢ホ存セリ。結核原病竃テ

探求センタ刈

モ右肺門部二於テ索條梢ｔ噌強セル他二著憂ザ

認ｙズ。毅熱ハ38 C以下トナリ、羞明モ減ジ、

頭痛軽度ナルタノ悪心モナク、其ノ経過ノ良好

ナルニ奇異ノ感ヲ抱ケリ。 15日ヨリ雨側肩部二

手掌大ノ紅斑テ生ジ斑降等ノ苦痛ハ無キモ皮膚

科二受診シ中毒性紅斑ノ診断サ受ケタルモ次第

二沁腿シ約１週ニシテ消失セリ。15日Mantoux

氏反吃ラ検セルニ(IH Tuberculin 1000倍０．１

に前縛皮内)48時間後二於ｊ･毅赤75×62 mm,

硬結15×13 mmニシうニ･硬結ノ部二水庖サ形成

シ彊陽性せ示セリ。 19 日第２同赤血球沈降逍度

ｦ'検シ16.25 mm ニ淮進セルサ観タリ。

其後頭痛貧ホ軽度二存シ、項部緊張感、羞明モ

消失二至ラズ。

　

３月23日第２同腰椎穿刺テ行

フ⌒前屋190 mm, 排液lOcc.、後m 105 mm。

脳脊髄液ハ水様透明、Nonnef―)、Ｐａｎｄy(朴)、

細胞M22-シテ凡テ淋巴球。

　

卯チ前同二比シ

【第17巷

テ所見良好ナルモ結核菌1ヽ認ムベキ抗酸性悍菌

２個テ謹明セリ。而シテ此ノ脳脊髄液５(ｚｆ細

菌學教室岩木學士二依頼シPetragnani氏培養

基二培養セルモ途二陰性ノ結果ヲ得タリ。

25日ヨリ頭痛、羞明、項部緊張感等ノ白受的症'

状ハ消失セリ。然ルニ慨熱ハ楢ホ最高38でリ

持績シ、時カ盗汗アリ。他促的ニハ手指ノ震韻j

ト腱反射ノ充進ノミヲ残セリ。、眼底ニモ所見ナ

シ。然ルニ赤血球沈降浬度ハ４月５日38 mm

ニ促進セリ。

　

４月６日ヨリAminopyrin

　

1日'

０．５gr サ用ヒタルニ慨熱ノヽ37.2―37.3°Ｃトナ

リ、約10日後ヨリ37°Ｃ以下二下りタリ。

４月10日第３同腰椎穿刺テ行フ。脳脊髄液ハ

細胞倣22ニシテ猶ホ梢々噌加セルモ他ノ所見

ノヽ全ク正常二復シテ結核菌ト認ムベキモノヲ慨

見セズ。而シテコ｀ﾉ液4 c.ｃ.ヲ海狽腹腔内二注射

セリ。４月18日第４同赤血球沈降速度ハ24.25

トナリ減少シ、24日Mantoux氏匯嘸ラ再検

セルニ前同卜殆ド同様ニシテ48時間後二於テ

慨赤32×35 mm、硬結13×18 mnl、水庖形成

ヲ･観タリ。

其後殆ド無熱トナリタ几々以チAminopyrin投

爽サ中止シタルモ慨熱ナシ。

　

４月26日血液像
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ヲ検シタルニHaemoglobin ８５nach Sahli、

赤血球605萬、白血球9900、白血球百分比ハ中

劈嗜好細胞70≒(分葉核63、棒状核7％)、Eosin

嗜好細胞１％、淋巴球21％、大軍核及ビ移行型

８％ニシテ僅カニ白血球噌多アリ。

５月二至り歩行一心レモ苦痛４感ゼズ、試験ノタ

ノ･２同自動車ニテ外出シ利μ疲弊感アリシノ

そ。

５月13日第３同血液像ハHaemoglobin ９０nach

Sahli,赤血球564萬、白血球7800、ソノ百分

｣

％)、Eosin嗜好細胞ヤ、、淋巴球38X、大軍

911

核及ビ移行型５Ｘ、卸チ淋巴球噌多アリ、且ツ

Eosin嗜好細胞-ﾓ前同ヨリモ噌加シ、良好ナフレ

恢復期ヲ･意味セリ。-こタ赤血球沈降速度３．５

ｍｍ－シテ正常二復七賢

印チ白受症状消失シ、血液及ヒヽ腰椎穿刺所見良

好トナリ、他畳的二手指震韻ト腱反射充進ノミ

ラ残シ５月15日(第72病日丿治癒退院セリ。、

尚ホ脳脊髄液・注射セパ泳銚ハ40日間観察シ

タルモモ気食慾一受化寸-ｸ剪重ハ340 gr ヨリ

370 gr ニ噌加シ、解剖シテ淋巴腺、肝臓、肺

臓、腎臓、腹膜等ノ諸臓器７検索セルモ結核性

悩恣ラ特見スルラ得サリキ。

總

　　

括

23なノ大學生、牛年前ヨリ殆ﾄ繩間ナク感冒ノ

感アリテ、結核ノ初期感染り受ケシ結果ト考へ

得ベキ徴候アリ。貨病前約６日間前謳期症状二

相常人ルモノアリテ３月５日数病シ、豊熱38で

ヲ超工頭痛激シク悪心刊牛ヒ、羞明著明ニシテ

第４病日入院フヽ。

　

ドナル所兄ノヽ苫悶状ノ顔貌、

遅脈、瞳孔狭小、目峡炎、軽ぼノＫｅｒｎｉｇ氏徴

候及ビ四肢反射ノ祀進ナリ。、腰椎穿刺り一行ヒタ

･l.－(第７病日)屋300 mm ニシテ脳脊髄液・ヽ水

様透明、Ｐａｎｄｙ(併)、Ｎｏｎｎｅ汗)、細胞数95こ

ジープ殆ド几テ淋巴球、Fibrin網形成ナキモ沈

澄二結核菌ト認ムベキ抗酸菌ヲ誰明シタリ。

然ルニ穿刺後症状漸次二軽快二赴キテ政病３週

ニシテ白受症状詐退セルこ最高おＣノ登熱長

ク持絹シ、解熱剤ノ投爽ニョリぶ53病目＝=･リ

全夕無熱トナレヽ几其間２同ノ腰椎穿刺Ｊ行ヒ



タルニ雁・ヽ漸次下降シテ正常トナリ、Globulin

反庶モ正常二復シタルモ細胞ハ淋巴球22ラ算

セリ、而シテ第２同穿刺脳脊髄液二於テハ沈澄

二辛ジテ２個ノ結核菌ト認ムベキ抗酸菌ラ澄明

シタルモ培養ノ結果ハ陰性ナリキ。第３同穿刺

脳脊髄液ニハ沈漬二菌ｦ一鍵見セズ、海銚腹腔内

注射携行ヒタルモ成績ハ陰性二終レリ。

胸部Rontgen寫真二著憂ナカリシモ、Mantoux

氏反吉ハ張陽性ラ示セリ。赤血球沈降淮度ハ入

院常時ハ6.25 mmナリシガ次第二促進シテ38

mmニ達シ、後次第二遅延シ第70病日こハ３．５

ｍｍｌヽナレリ。而シや第72病日（５月15日）治

癒退院セリ。

摘筆二臨ミ御校閲７辱ウセル西野教授拉二御指

導刊鴎リタル大森教授二謹ミテ感謝ノ意？表
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